






















篠
原　

統　
（
経
済
40
）

�

事
業
委
員
会　

副
委
員
長

こ
れ
か
ら

の
同
窓
会
の

在
り
方
に
つ

い
て
、
現
段
階

で
は
コ
ロ
ナ
へ
の
考
え
は
今
ま
で

通
り
で
良
い
と
思
う
。
高
齢
者
（
私

も
含
め
）
の
方
が
多
い
の
で
考
慮

を
し
た
い
。
今
後
は
若
い
人
た
ち

と
世
代
交
代
も
必
要
。
１
０
０
周

年
と
は
「
１
０
０
年
に
一
度
の
行

事
」。
コ
ロ
ナ
に
注
意
し
つ
つ
盛
大

に
や
り
た
い
と
思
う
。
行
う
に
し

て
も
問
題
は
山
積
だ
が
「
や
る
！
」

と
い
う
意
志
が
必
要
。

石
橋　

康
治　
（
商
46
）

�

組
織
委
員
会

有
信
会
は

活
動
規
模
は

小
さ
く
な
い
。

コ
ロ
ナ
事
案

発
生
と
な
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
大

き
い
。
そ
の
意
味
で
催
し
が
中
止

に
な
っ
た
が
感
染
拡
大
抑
止
に
貢

献
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
は
慎
重
に
、
開
催
の
可
否
を

適
切
に
判
断
す
る
ほ
か
な
い
。
よ

り
安
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
と
り
方
と
し
て
は
、
リ
モ
ー
ト

に
尽
き
る
。
大
学
支
援
、
同
窓
の

つ
な
が
り
、
喜
び
を
感
じ
る
コ
ン

セ
プ
ト
を
考
え
た
い
。

井
上　

文
博　
（
法
48
）

�

I
T
委
員
会

コ
ロ
ナ
収
束

が
ま
だ
見
通
せ

な
い
中
、
大
勢

で
集
ま
る
形
の

活
動
は
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
各
学
年
・
各
サ
ー
ク
ル
で
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
や
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
を
構

築
し
、
情
報
伝
達
の
『
横
の
糸
』
を
強

固
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。
卒
業
生

に
は
有
信
会
の
活
動
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
う
。
母
校
1
0
0
周
年
へ
向
け
、

現
役
生
が
若
手
卒
業
生
と
交
流
、
就
職

活
動
や
進
学
な
ど
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
交
流
会
な
ど
有
信
会

の
認
知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
。

百
田　

篤　
（
商
42
）

�

総
務
委
員
会　

委
員
長

コ
ロ
ナ
禍

で
考
え
る
こ

れ
か
ら
の
同

窓
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
他
の
理
事
・

監
事
の
意
見
を
聞
き
、
協
力
し
な

が
ら
、
運
営
、
実
施
へ
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
12
年

後
の
母
校
1
0
0
周
年
へ
向
け
て

は
、
ま
ず
は
有
信
会
組
織
の
活
性

化
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め

に
も
各
委
員
会
に
若
い
代
議
員
が

多
く
参
加
出
来
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
た
い
と
思
う
。

山
下　

哲
雄　
（
人
文
49
）

�

広
報
委
員
会

コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
考
え

る
こ
れ
か
ら

の
同
窓
会
の

方
向
性
と
し
て
、
同
窓
会
の
本
質

を
な
す
「
親
睦
」
を
妨
げ
る
状
況

が
未
だ
に
続
い
て
い
る
。
よ
っ
て

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
な
か
な
か
で
き
な
い
。
現
状
で

は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
な
か
っ

た
過
去
の
活
動
な
ど
、
そ
し
て
今

後
の
同
窓
会
の
姿
に
思
い
を
馳
せ

て
い
き
た
い
。

水
原　

博
而　
（
体
育
48
）

�

組
織
委
員
会　

副
委
員
長

コ
ロ
ナ
禍
で

考
え
る
こ
れ

か
ら
の
同
窓

会
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
処
置
を
個
々
で
行
う

こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
会
合
や
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

来
る
1
0
0
周
年
へ
向
け
て
、
同

窓
会
も
記
念
誌
を
発
行
で
き
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
準
備
し
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
？

吉
田　

茂
視　
（
経
済
41
）

�

事
業
委
員
会

コ
ロ
ナ
禍

で
学
生
の
勉

学
環
境
も
大

き
な
影
響
を

受
け
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

同
窓
会
と
し
て
、
何
よ
り
も
学
生

が
安
心
し
て
勉
学
に
取
り
組
め
る

環
境
や
設
備
等
へ
の
支
援
協
力
を

第
一
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
一
層

母
校
と
協
力
し
、
学
生
へ
の
継
続

的
支
援
が
（
有
信
会
）
の
使
命
で

は
な
い
か
。
会
員
間
の
絆
を
よ
り

深
め
、
有
信
会
と
し
て
活
動
が
太

く
長
く
続
い
て
い
く
よ
う
、
微
力

な
が
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
。

鬼
木　

彬　
（
商
二
44
）

�

事
業
委
員
会

事
業
委
員
と

し
て
、
事
業
活

動
を
ど
う
推

進
さ
せ
る
か
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
は
非
常
に
判
断
に

悩
ん
だ
結
果
、
す
べ
て
の
会
合
が

中
止
と
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
総

会
も
構
築
し
、
飲
食
を
し
な
い
、

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
従
来
に
戻

す
。
現
状
、
飲
食
を
伴
う
大
会
は

無
理
。
例
え
ば
昼
間
に
総
会
と
講

演
会
。
３
時
間
以
内
で
パ
ー
テ
ィ
ー

は
中
止
。
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
へ
の

シ
ス
テ
ム
は
早
急
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

有信会理事・監事に聞く
～コロナ禍の有信会と母校 100 周年に向けて～

　新型コロナウイルスの感染拡大等により、会員大会はじめ、有信会事業の中止
が続いている。今回、有信会理事・監事に、コロナ禍の同窓会活動や 12 年後の
母校 100 周年への思いなどを聞いた。（敬称略、順不同）
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長
濱　

和
久　
（
経
済
63
）

�

事
業
委
員
会

会
員
が
直

接
会
い
交
流
を

深
め
る
こ
と
が

一
番
良
い
と
は

思
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
は
、

感
染
予
防
対
策
等
を
十
分
に
行
い
集

う
形
式
と
、
参
加
で
き
な
い
方
に
対

し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
中
継
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。最
新
技
術
の
導
入
、

活
用
で
、参
加
の
選
択
肢
が
広
が
り
、

さ
ら
な
る
発
展
に
繋
が
れ
ば
素
晴
ら

し
い
。
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き

た
有
信
会
を
微
力
だ
が
母
校
の
発
展

に
寄
与
し
た
い
。

森　

淳　
（
工
H
11
）

�

Ｉ
Ｔ
委
員
会　

副
委
員
長

コ
ロ
ナ
禍

で
人
と
人
の
繋

が
り
の
大
事
さ

を
再
確
認
で
き

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
新
し
い
手
法

も
必
要
だ
が
、
対
面
の
機
会
は
無
く

さ
ず
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
り
実
行
す

べ
き
。
リ
ス
ク
想
定
し
な
が
ら
今
後
の

活
動
を
緩
め
ず
に
行
っ
て
い
く
。
母
校

1
0
0
周
年
と
い
う
歴
史
を
大
事
に

し
つ
つ
、
新
し
い
世
代
の
取
り
込
み
も

必
要
。
ま
ず
は
中
間
、
若
年
層
の
関

心
度
を
上
げ
、
開
拓
し
て
い
き
た
い
。

「
変
わ
る
部
分
と
変
わ
ら
な
い
部
分
」

を
見
極
め
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

松
原　

秀
樹　
（
法
50
）

�

組
織
委
員
会　

委
員
長

会
員
の
親

睦
に
は
、
や
は

り
「
直
接
、
近

く
に
い
て
声
を

聞
き
触
れ
あ
う
こ
と
が
大
事
。
感
染

拡
大
期
に
は
非
対
面
、
会
員
の
健
康

を
第
一
に
考
え
、
安
心
・
安
全
な
開

催
に
よ
り
、
有
信
会
の
発
展
、
大
学

支
援
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
。
1
0
0
周
年
へ
向
け
、
有
信
会

本
部
と
地
域
支
部
、
職
域
支
部
、
学

部
同
窓
会
、
ク
ラ
ブ
同
窓
会
と
情
報

の
共
有
、
活
性
化
を
図
り
、
多
数
が

集
い
絆
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。

村
上　

繁　
（
理
49
）

�

広
報
委
員
会　

委
員
長

２
０
２
０
年

に
準
備
し
て
い

た
理
学
部
50
周

年
同
窓
会
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
今
後

の
活
動
も
そ
れ
が
大
前
提
と
な
る
。

現
状
で
は
小
人
数
（
同
期
生
４
～
５

人
）
で
集
ま
り
、
是
非
横
の
絆
を
よ

り
強
く
し
て
ほ
し
い
。
１
０
０
周
年

へ
向
け
、
母
校
の
社
会
的
な
地
位
・

評
価
を
高
め
、
朔
学
長
の
「
選
ば
れ

る
大
学
と
な
る
よ
う
魅
力
を
磨
い
て

い
く
」
へ
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

小
島　

隆
志　
（
商
57
）

�

Ｉ
Ｔ
委
員
会　

委
員
長

コ
ロ
ナ
禍
で

ほ
と
ん
ど
の
会

合
が
ス
ト
ッ
プ

状
態
に
あ
る
。

最
近
、
重
症
化
す
る
人
は
少
な
い
が
、

ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
な
い
。
と
言
っ

て
、
会
合
を
止
め
て
し
ま
う
の
は
ど

う
な
の
か
。
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
の
遠
隔
で
、

参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
も
、
考
え

の
一
つ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
１
０
０
周
年
へ
向
け

て
だ
が
、
大
半
の
卒
業
生
は
有
信
会

ま
た
は
母
校
に
対
し
て
関
心
が
薄
い

よ
う
だ
。
有
信
会
、
母
校
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
活
動
が
先
決
で
は
な
い
か
。

山
口　

秀
朗　
（
商
53
）

�

監
事

コ
ロ
ナ
禍
で

３
年
間
、
総
会

及
び
各
地
域
の

同
窓
会
活
動
を

自
粛
し
て
き
た
。同
窓
会
で
も
、先
輩
、

後
輩
と
直
接
お
会
い
し
、
会
話
を
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、

少
し
づ
つ
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

今
後
の
有
信
会
の
活
動
を
活
発
に
す

る
に
は
、
有
信
会
会
員
（
卒
業
生
）

が
有
信
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報

を
得
る
こ
と
と
並
行
し
、
有
信
会
全

体
、
地
域
ご
と
に
「
情
報
を
メ
ー
ル
」

等
で
の
提
供
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

髙
木　

忠
博　
（
医
Ｓ
53
）

�

Ｉ
Ｔ
委
員
会

コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も

同
窓
会
は
同

窓
会
ら
し
く
、

淡
々
と
活
動
を
持
続
す
る
事
が
福

大
有
信
会
ら
し
い
活
動
と
思
う
。

感
染
症
く
ら
い
で
動
揺
す
る
の
は

「
ミ
ッ
ト
モ
ナ
イ
！！
」
と
思
う
。
母

校
1
0
0
周
年
へ
向
け
て
「
有
信

会
は
１
つ
。
９
学
部
が
１
つ
と
し

て
、
来
る
１
０
０
周
年
を
目
指
す
」

活
動
を
し
た
い
。

隈　

扶
三
郎　
（
法
62
）

�

監
事

ビ
ジ
ネ
ス

を
含
め
て
オ
ン

ラ
イ
ン
が
普
及

し
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
多
様
化
し
て

き
た
。
有
信
会
の
よ
う
な
大
規
模
な

組
織
は
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

併
用
で
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
１
０
０
周
年
に

向
け
、
経
営
者
と
し
て
産
業
界
と
大

学
の
繋
が
り
に
貢
献
し
て
行
き
た

い
。
運
営
に
つ
い
て
も
貢
献
し
て
い

け
ば
、
本
学
の
知
名
度
を
一
層
押
し

上
げ
る
事
と
な
り
、
我
々
同
窓
生
に

と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
る
。

内
田　

祐
子　
（
商
54
）

�

広
報
委
員
会　

副
委
員
長

コ
ロ
ナ
禍

は
、
こ
れ
ま
で

慣
れ
親
し
ん
だ

こ
と
な
ど
様
々

を
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
。
今
後

は
柔
軟
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
重
要
だ
と
感
じ

る
。
時
代
に
応
じ
た
密
な
交
流
、
絆

を
築
く
交
流
と
は
何
か
、
模
索
し
な

が
ら
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き

る
同
窓
会
を
目
指
し
た
い
。
歴
史
を

刻
む
母
校
の
発
展
は
大
変
誇
ら
し
く

あ
り
が
た
い
。
会
員
の
交
流
、
有
信

会
の
活
力
を
高
め
、
学
生
と
の
交
流

を
大
切
に
す
る
活
動
を
行
い
た
い
。

辻　

勝
也　
（
工
56
）

�

Ｉ
Ｔ
委
員
会

コ
ロ
ナ
禍
で

こ
こ
数
年
、
有

信
会
同
窓
会
が

ほ
と
ん
ど
開
催

さ
れ
て
い
な
い
。
対
面
式
が
難
し
く

な
っ
た
今
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
併
用
し
た
方
式
に
切

り
替
え
て
い
く
こ
と
も
望
ま
し
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
抵
抗
の
な
い
若
い
年

齢
層
の
参
加
を
促
す
契
機
に
な
る
。

今
後
、
若
い
世
代
の
卒
業
生
に
「
有

信
会
」
の
魅
力
を
伝
え
、
参
加
を
促

す
こ
と
が
大
き
な
課
題
。
有
信
会
の

組
織
運
営
も
充
実
で
き
る
よ
う
理
事

と
し
て
努
め
て
い
き
た
い
。
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◆有信会の主なスケジュール◆

月日 予定行事

9/10 田川支部総会

24 前期卒業式

10/1 商学部同窓会

〃 鳥取西部支部総会

10/22 宮崎県支部総会

中 神戸支部総会

上～下 遠賀信用金庫支部

中～下 鹿児島支部総会（60周年）

11/5 別府支部総会（30周年）

12 東海支部総会

18 下関支部総会

19 大野城支部総会（20周年）

〃 大阪支部総会（75周年）

26 岩国支部総会

上 ホームカミングデー

〃 法学部同窓会

〃 工学部機械工学科同窓会

上～中 八女筑後同窓会

中 島根東部支部総会

〃 宇部支部総会

〃 愛媛県支部総会（30周年）

12/10 天草支部総会

上 第４回理事会

1/中 長門支部総会

2/17 飯塚支部総会（80周年）

上 第５回理事会

〃 添田支部総会

〃 大分市役所支部総会
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［注］上中下は上旬、中旬、下旬
※新型コロナウイルス感染症の状況
によりスケジュール等の変更があ
ります。

令和３年度　事 業 報 告
一般社団法人福岡大学同窓会有信会は、昭和12年3月に福岡大学の前身福岡高等商業学校第一回生の卒業と同時
に発足し、名称を「友信会」とした。昭和27年5月25日に「有信会」に名称変更し、文部省（現文部科学省）の許
可を得て昭和30年2月1日社団法人有信会として発足し、公益法人制度改革三法の施行により、内閣総理大臣の認
可を得て平成25年4月1日に一般社団法人に移行し、一般社団法人福岡大学同窓会有信会（以下「有信会」という。）
に名称変更した。
本年度は、同窓会発足から84年目、社団法人発足から66年目、一般社団法人移行から8年目を迎えた。
有信会の事業としては、令和2年1月に国内で感染者が確認された「新型コロナウイルス感染症」は新規陽性者
数が急激に増える「感染の波」が繰り返され、令和3年1月からは2回目の緊急事態宣言の発出、4月からは変異ウ
イルス「アルファ株」への置き換わりによる感染拡大で3回目の緊急事態宣言の発出、7月からは「デルタ株」へ
の置き換わりによる感染拡大で4回目の緊急事態宣言の発出、令和4年1月からは「オミクロン株」が急拡大し、ま
ん延防止等重点措置が適用され、年度を通して感染症拡大の防止及び感染リスクの減少のため、大人数を集めての
事業を中止した。しかし、コロナ禍の中で必要な母校等への支援や各種会議・会合の開催、広報活動等は行った。
１　母校への支援
　母校及び在学生への支援を行った。
⑴母校及び在学生への経済的支援等　令和3年5月16日（日）に予定していた、卒業生を母校に迎える「ホーム
カミングデー」をコロナ禍で11月に延期したが、コロナへの感染が払拭できないことから中止した。
コロナ禍の中で、母校及び在学生へ次の支援を行った。
・福岡大学で実施する「ワクチン接種」の援助費として200万円を支援した。
・福岡大学のブランド向上を図るため「新プール」「病院新本館建設」等を題材としたそれぞれの新聞広告へ
の援助費として200万円を支援した。

⑵在学生との懇談会の中止　在学生の人材育成の取組みとして、産業界などで指導的役割を果たされている多く
の先輩と有意義な情報交換の場となる「在学生との懇談会」を同年5月12日（水）に予定していたが中止した。
⑶有信会奨学基金の奨学生採用　有信会が、一般社団法人に移行する際に母校に贈った特定寄付金を原資とした
「有信会奨学基金」（貸与型）の奨学生に、下田将史さん（医学部6年）及び田島里歩さん（医学部4年）が採
用された。同年7月2日に60周年記念館3階「ヘリオスホール」にて奨学生採用式が行われ、川畑懿子名誉理事長、
石村國芳理事長他が列席した。
⑷褒賞金の贈呈　東京2020オリンピック、パラリンピック競技大会、国際大会及び全日本大会に出場し優秀な
成績を収める等の活躍した、陸上1名、バドミントン1名、体操1名、ソフトボール1名、卓球1名、福岡大学附
属大濠高等学校バスケットボール部、福岡大学附属若葉高等学校ダンス部に褒賞金を贈呈した。
⑸福岡大学病院新本館（仮称）建設募金への寄付　同年10月に建設工事が始まり、令和6年に開院することが決
まった福岡大学病院新本館（仮称）の募金活動が開始されたことから、母校に500万円の寄付を行った。
⑹東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会出場を祝う横断幕及び懸垂幕の作成等援助　同年7月24日
から開幕した東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に陸上の兒玉芽生さん（人文4年）、パラバト
ミントンの藤野遼さん（商R2）の出場を祝うため母校に掲示する横断幕及び懸垂幕の作成等への援助費とし
て46万2千円を支援した。
⑺就職支援ガイダンス等　在学生と有信会会員との就職相談会、専門職有資格者による国家資格取得への支援ガ
イダンス等について、母校キャリアセンター（旧就職・進路支援センター）の活動等に協力した。

２　公益活動の推進
　地域社会との連携を深め、また、地域福祉を含めた公益活動を中止した。
⑴講演会の中止　令和3年6月26日（土）の会員大会当日に予定していた、一般市民も参加可能な「公開講演会」
を中止した。
⑵社会福祉活動の中止　有信ゴルフ会は、秋季にチャリティーゴルフ大会を開催し、チャリティー募金を福祉施
設等に寄贈する予定であったが、ゴルフ大会を中止した。

３　事業活動の充実と会員相互の親睦強化
⑴会員大会の中止　令和3年6月26日（土）に予定していた、「会員大会」を中止した。
⑵レディーズクラブのつどいの中止　同年10月9日（土）に予定していた、「レデイーズクラブのつどい」を中
止した。
⑶新年賀詞交換会の中止　令和4年1月11日（火）に予定していた、「新年賀詞交換会」を中止した。
⑷有信八日会の中止　会員の懇親、情報交換、異業種交流等の目的で開催している「有信八日会」を中止した。
通常例会は、6回（7月、9月、10月、11月、2月及び3月）、8月大交流会及び12月忘年八日会と併せて年間8回
のすべてを中止とした。

４　各種会議・会合の有効な運営
　各種会議・会合を必要に応じ開催し、組織の活性化に努めた。
⑴理事会　第1回（令和3年5月）、第2回（同年6月）、臨時（同年6月）、第6回（令和4年2月）、第7回（同年3月）は、
新型コロナウイルス感染症の拡大防止等のため開催を中止した。開催中止に伴い、全理事に対し書面による議
題の同意を依頼し、決議された。
また、第3回（同年6月）、第4回（同年7月）第5回（同年12月）理事会は、福岡県内の感染者数が減少してい
たことから、「三つの密」の回避、「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手の消毒」をはじめとした新
型コロナウイルス感染症対策を徹底して開催した。
なお、理事会では関連する重要事項を精査のうえ審議し、業務の円滑化に努めた。
⑵定時代議員総会　令和3年6月26日（土）に予定していたが、開催を中止した。開催中止に伴い、全代議員に
対し書面による議題（令和2年度事業報告の承認、令和2年度決算の承認及び理事・監事の選任）の同意を依頼し、
決議された。
⑶地域・職域支部長会　同年6月26日（土）の会員大会同日に予定していた、「地域・職域支部長会」を中止した。
⑷各委員会　有信会の活動分野ごとに設けている委員会を必要に応じて開催した。
⑸母校福岡大学との連絡会議の中止　母校と有信会との意思疎通を図るため、必要に応じ関係役職者や関係部局
と連絡会議を行っているが、同年12月9日（木）に予定していた、大学役職者と有信会役職者との連絡協議会
を中止した。

５　広報活動の充実
全国の有信会会員に広報紙「有信」とホームページを通して、有信会の運営方針や活動状況、各支部の活動、
母校の現況などを発信した。160号については、前年度の有信会活動や支部総会の中止等からページ数を減ら
した。
⑴広報紙「有信」　160号（8月発行分）は、
終身会費未納（一部未納を含む。）の会員
にも発送。
⑵ホームページ　平成31年4月にリニューア
ルしたホームページの内容の更新に努め、
会員に最新の情報を届けると共に、各種行
事や支部の行事予定、会員提供による企業情報等を充実、学生の顕著な活躍や成績のタイムリーな掲載に努め
た。また、学生の活動状況を知るために母校ホームページのアクセスが簡単にできるように努めた。より使い
やすいホームページを目指し、随時見直しのための検討を行い改善した。

６　組織の活性化
有信会を支える地域支部62、職域支部36、各学部同窓会,学年別同窓会及び学友会OB会が、各々の趣向で支部
総会等を通して絆を深めているが、令和3年度は別府支部及び東京支部（リモート）の2支部で総会が開催さ
れたが、その他は支部総会等が中止となった。

７　会員データベースの充実と情報管理体制の徹底
会員の住所データや近況情報の更新等のため、日々地道な調査を続けている。特に住所変更調査は、個人情報
保護法の施行に伴い、同窓会名簿の追跡調査に支障をきたすケースも増大している。
広報紙「有信」等発送後、宛先不明として返送された会員について追跡調査をしているが、判明率は芳しくな
い。会員の個人情報に関する情報収集・変更・管理・保全等に関して法令順守に努めた。

８　財政基盤の強化
⑴終身会費徴収の徹底　終身会費未納の卒業生に対し、令和3年8月発行の「有信」に会費納入依頼書を同封し、
督促を行った。
⑵経費節減の努力　会議や集会の通知等に郵送だけでなく、メールやFAX等を活用し、郵送費節減に努め、事業
活動においても効率的な運営を行うように努めた。

発行年月 号　　数 様　　式 ページ数 印刷部数

令和3年8月 160号 全頁カラー 12 161,000

令和4年3月 161号 全頁カラー 16   96,000

（14）第 162号



（単位：円）
科　　　目 予算額（A） 決算額（B）

Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　①　財産運用収入

財産運用収入 60,500 39,916
　　②　会費収入

会費収入⑴ 135,247,500 135,795,000
会費収入⑵ 3,700,000 9,670,000

　　③　負担金収入 2,870,000 0
　　④　有信共益事業収入

有信八日会収入 3,700,000 0
有信ゴルフ会収入 1,950,000 0

　　⑤　雑収入 1,000 0
事業活動収入計 147,529,000 145,504,916

　２．事業活動支出
　　①　事業費支出

母校援助費支出 21,300,000 19,105,200
広報紙発行費支出 28,550,000 26,746,928
ＩＴ事業費支出 2,300,000 2,033,496
会員大会費支出 6,710,000 1,015,259
レディーズクラブ総会支出 1,555,000 220,000
講演会費支出 2,536,000 0
新年賀詞交換会支出 2,263,000 0
支部援助費支出 14,650,000 1,493,441
有信共益事業支出
有信八日会支出 3,700,000 0
有信ゴルフ会支出 1,950,000 0
事業費支出計 85,514,000 50,614,324

　　②　管理費支出
給料手当支出 15,860,000 14,173,642
福利厚生費支出 2,390,000 2,426,669
退職金支出 0 0
会議費支出 3,500,000 2,073,761
旅費交通費支出 3,625,000 1,123,040
通信運搬費支出 1,770,000 1,166,676
消耗品費支出 860,000 936,345
印刷製本費支出 2,810,000 1,935,844
賃借料支出 900,000 861,632
光熱費支出 200,000 217,294
支払手数料支出 250,000 183,856
公租公課 70,000 56,092
雑費支出 4,310,000 2,466,059
管理費支出計 36,545,000 27,620,910
事業活動支出計 122,059,000 78,235,234
事業活動収支差額 25,470,000 67,269,682

Ⅱ　投資活動収支の部
　１ 投資活動収入
　　 ①　退職給付引当預金取崩収入 0 0

　投資活動収入 計 0 0
　２ 投資活動支出
　　 ①　特定資産引当資産支出

退職給付引当預金支出 950,000 950,000
　　 ②　固定資産取得支出

事業積立金Ⅰ繰入支出 30,000,000 30,000,000
什器備品取得支出 500,000 379,280
　投資活動支出計 31,450,000 31,329,280
　 投資活動収支差額 △31,450,000 △31,329,280

Ⅲ　財務活動収支の部
　１ その他の収入
　　 前受会費収入 98,160,000 99,180,000

その他の収入計 98,160,000 99,180,000
　２ 収入調整勘定支出
　　 前受会費調整支出 102,457,500 102,457,500

収入調整勘定支出計 102,457,500 102,457,500
　財務活動収支差額 △4,297,500 △3,277,500

Ⅳ　予備費支出 3,000,000 0
当期収支差額 △13,277,500 32,662,902
前期繰越収支差額 224,919,000 224,609,677
次期繰越収支差額 211,641,500 257,272,579

令和３年度　貸　借　対　照　表
（令和４年３月31日現在）

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産

現 金 預 金 263,573,333 230,308,777 33,264,556
預 り 金 預 金 100,556 104,544 △3,988
流動資産合計 263,673,889 230,413,321 33,260,568

　２．固定資産
⑴　基本財産

基 本 金 資 産 300,000 300,000 0
基本財産合計 300,000 300,000 0

⑵　特定資産
退職給付引当資産 6,619,000 5,669,000 950,000

特定資産合計 6,619,000 5,669,000 950,000
⑶　その他固定資産

事 業 積 立 金 Ⅰ 340,000,000 310,000,000 30,000,000
什 器 備 品 907,789 730,107 177,682
その他固定資産合計 340,907,789 310,730,107 30,177,682
固定資産合計 347,826,789 316,699,107 31,127,682
資産合計 611,500,678 547,112,428 64,388,250

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債

前 受 会 費 101,505,000 102,457,500 △952,500
未 払 金 6,300,754 5,699,100 601,654
預 り 金 100,556 104,544 △3,988
流動負債合計 107,906,310 108,261,144 △354,834

　２．固定負債
前 受 会 費 98,572,500 100,897,500 △2,325,000
退 職 給 付 引 当 金 6,619,000 5,669,000 950,000
固定負債合計 105,191,500 106,566,500 △1,375,000
負債合計 213,097,810 214,827,644 △1,729,834

Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産

指定正味財産合計 300,000 300,000 0
（うち基本財産への充当額）（� 300,000） （� 300,000） （� 0）

　２．一般正味財産 398,102,868 331,984,784 66,118,084
（うち基本財産への充当額）（� 0） （� 0） （� 0）
（うち特定資産への充当額）（� 6,619,000） （� 5,669,000） （� 950,000）
正味財産合計 398,402,868 332,284,784 66,118,084
負債及び正味財産合計 611,500,678 547,112,428 64,388,250

令和３年度　正味財産増減計算書
（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部

⑴　経常収益
財 産 運 用 収 益 39,916 67,768 △27,852
受 取 会 費 収 益 145,465,000 133,565,000 11,900,000
受 取 会 費 収 益 ⑴ （�135,795,000） （�131,587,500） （� 4,207,500）
受 取 会 費 収 益 ⑵ （� 9,670,000） （� 1,977,500） （� 7,692,500）
受 取 負 担 金 収 益 0 0 0
有 信 共 益 事 業 収 益 0 0 0
有 信 八 日 会 収 益 （� 0） （� 0） （� 0）
有信ゴルフ会収益 （� 0） （� 0） （� 0）
雑 収 益 0 100,000 △100,000
経常収益計 145,504,916 133,732,768 11,772,148

⑵　経常費用
事 業 費 50,614,324 40,897,575 9,716,749
母 校 援 助 費 19,105,200 17,733,670 1,371,530
広 報 誌 発 行 費 26,746,928 16,939,831 9,807,097
Ｉ Ｔ 事 業 費 2,033,496 2,005,496 28,000
会 員 大 会 費 1,015,259 1,015,259 0
レディーズクラブ総会費 220,000 220,000 0
講 演 会 費 0 0 0
新年賀詞交換会費 0 0 0
支 部 援 助 費 1,493,441 2,983,319 △1,489,878
有 信 共 益 事 業 費 0 0 0
有信八日会支出 （� 0） （� 0） （� 0）
有信ゴルフ会支出 （� 0） （� 0） （� 0）

管 理 費 28,772,500 26,369,013 2,403,487
給 料 手 当 費 14,173,642 14,292,630 △118,988
福 利 厚 生 費 2,426,669 2,125,015 301,654
会 議 費 2,073,761 1,432,646 641,115
旅 費 交 通 費 1,123,040 588,800 534,240
通 信 運 搬 費 1,166,676 959,124 207,552
消 耗 品 費 936,345 1,009,469 △73,124
印 刷 製 本 費 1,935,844 1,706,931 228,913
賃 借 料 費 861,632 861,183 449
光 熱 費 217,294 225,454 △8,160
支 払 手 数 料 費 183,856 103,440 80,416
公 祖 公 課 56,092 60,360 △4,268
雑 費 2,466,059 2,093,982 372,077
退 職 給 付 費 用 950,000 763,000 187,000
減 価 償 却 費 201,590 146,979 54,611
経常費用計 79,386,824 67,266,588 12,120,236
当期経常増減額 66,118,092 66,466,180 △348,088

令和３年度　収　支　計　算　書
令和３年４月１日から令和４年３月31日まで

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

　２．経常外増減の部
⑴　経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
⑵　経常外費用 0 0 0
什器備品除却損 8 2 6
経常外費用計 8 2 6
当期経常外増減額 △8 △2 △6
当期一般正味財産増減額 66,118,084 66,466,178 △348,094
一般正味財産期首残高 331,984,784 265,518,606 66,466,178
一般正味財産期末残高 398,102,868 331,984,784 66,118,084

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 300,000 300,000 0
指定正味財産期末残高 300,000 300,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 398,402,868 332,284,784 66,118,084

（15） 第 162号 2022 年（令和4年 9月）




